立命館大学理工学部　2018年度　都市調査実習所属学科
学生証番号（半角）
卒業研究の梗概フォーマットです。
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明朝8ポイント
上余白：25mm

ゴシック10.5ポイント

○○に関する研究（研究タイトルを記入）（中央そろえ）English titleを記述すること（フォントはTimes New Roman 9.5 point）
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名前
タイトル：ゴシック9.5ポイント


建築都市デザイン学科　1234567890-0　立命　太郎
（指導教員　建築次郎）本文：明朝9.5ポイント



１．はじめに
研究の背景、研究目的をわかりやすく記述する。
例えば、以下のように記述。

近年○○が進むにつれ、○○が社会問題として顕在化している。これに対し、従来○○が行われているが、○○であるため、十分とは言えない。
そこで本研究では、上記の問題点を克服し、○○を行うため、○○を解明することを目的とする。
・・・
・・・
・・・

２．概要（各章のタイトルは変更して構わない）
研究の概要、研究手法、設定条件などをわかりやすく、かつ要領よく記述する。
章構成、各章のタイトルは各自の研究内容に従い適宜見直すこと。必要に応じて、図表、写真を貼り込む。発表会時のプレゼンテーションに用いる Powerpointのスライドを貼り付けても可。
卒業設計を選択した場合、１ページ目を概要記述に充てて、２ページ目に図面を縮小などした図版を貼る込むレイアウトがわかりやすい（縮小した際、文字・線が判読できるよう注意すること）。図版、文字は小さすぎないこと。必ず、読めるか確かめておくこと。
梗概集は卒業式・修了式の日に各自に渡す予定である。
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
※注意点
①本フォーマットに合わせ、各自２ページ（共同研究の場合は合わせて２ページ×共同研究実施人数）の梗概を作成すること（１人２頁を厳守すること）。
２ページ以降はこのフォーマットの２ページ目のフォーマットに準じる。
②以下のフォーマットは必ず守ること。
・上余白：25mm、右・左余白：15mm、下余白：37mm。
・「立命館大学理工学部　2017年度　卒業研究梗概」の文字フォント：明朝8ポイント
・タイトルの文字フォント：ゴシック13ポイント
・所属学科、学生証番号、名前、指導教員の文字フォント：ゴシック10.5ポイント
・章タイトルの文字フォント：ゴシック9.5ポイント
・本文の文字フォント：明朝9.5ポイント
・英文タイトル、英文名前フォント：Times New Roman 9.5ポイント
③以下のフォーマットに準じること。
・段組：２段組。
・１段の文字数：25文字、１ページの行数：48行
（但し、1頁目は本文で40行）
[bookmark: _GoBack]④本梗概フォーマットで、説明用に記している吹き出し、矢印、余白などは、各自で削除しておくこと。


３．結果
研究成果をわかりやすく記述すること。
本フォーマットのように、３章の部分で改ページを行う必要はない。
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４．まとめ
研究成果を簡潔にまとめること。
・・・
・・・
・・・
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